
沖縄県民の牛乳摂取状況について

1 .歴史的考察

沖縄の食生活と牛乳

女子栄養大学栄養学部

香川芳子

古我可

長谷川恭子

沖縄には、沖縄の気候風土や人々の生活にあった独特の材料や、調理法をも

ちいる「琉球料理」があり、それは外来文化の流入の激しい現在もなお、沖縄

県民の食卓に生きつずけている。

琉球料理には肉料理がし、ろいろあるが、琉球料理における「肉」は、殆どの

場合豚肉を指しており、牛肉料理は非常に少ない。しかし、肉牛の飼育は戦前

からさかんで、主に九州、関西方面に子牛を生きたまま出荷していた。従って、

沖縄の人々にとって、牛は現金収入のための生産物であり、自分達の消費の対

象ではなかった。現在でも肉牛の飼育はしているが、暑さに弱い乳牛の飼育数

はすくなく、戦後アメリカなどからの外来食文化の影響により、生乳の需要が

増加しでも移入に頼らざるを得なかった。

表 i 都道府県)l!)生乳生~Rの動向 農林水産省調べ

f全国乳業年銭』 食糧タイムス社

(単位 l)

昭和50年!昭和55年市而年

勾住宅出弓詰
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そのため、価格も全国平均より高く、購入数量ののびも遅いと考えられる。

表 2 一世帯あたり年間の品目別支出金額及び鶴入数量

『家計調査年報』 総理府統計局

全国平均 神 縄 県

牛 乳 支出金額 勝人数量 支出金額 -勝人数量

(円〉 (リットル〉 (円) (リットル〉

昭和48年 13.537 80.04 6.094 36.30 

昭和55年 22.036 95.01 21.797 81. 90 

昭和60年 22.023 100.74 24.220 日1.27 

昭和61年 22.272 98.60 23.946 91. 67 

淵

市

朗

《

1

1

図 1 鍾~盤整男子
ー'ー-一・ー..-~--一二ニニエエ

戸-----'17歳 sムZ二二・ー-ーー

14歳
1田

~ 

1A0 

1誼

1包

11s 

1回
15 ..担

6歳

全国平均一ー

沖縄 一一一

35 岨 45

昭和

50 54 61年

cm 閲2 主主皇室返盤整L女子
17s 

1田

1日

17歳

，戸ーーー一一=二二二一一τ王百
崎

潤

泊

ーー戸

lls 
日歳

1図
15 "詞 35 岨唱団 54 61 

昭和 年

49 



牛乳と学童の体位

戦後の学童の劣悪な栄養状態を改善するために始められた学校給食が、体位

向上に果たした役割はおおきい。学校給食は、まずミノレタ(脱脂粉乳)給食、

ついで補給給食、完全給食となり今日に至っている。伝統的に牛乳摂取習慣の

なかった家庭に育った沖縄県の学童の体位(特に身長)も徐々に変わりつつあ

る。(図1， 2) もちろん、とれらののびは、単に牛乳のみによるものでは

なく、給食による栄養パラ γスの改善が貢献していることは当然であるが、本

土では昭和24年にミルク給食、 25年には完全給食がはじまっており、一方、沖

縄県はかなり遅れて昭和初年にミルク給食、 37年に完全給食となったことの影

響がこのグラフに現れていると考えられる。(図 3参照)

現在、沖縄の家庭で日常食べている伝統料理のなかで、もっともポピュラー

なものは、チャ γプノレーとよばれるもので、豆腐と野菜を泊いためしたもので

あり、豚肉もあらゆる部位がたべられている。しかし、戦前は一年に一頭ころ

したものを塩蔵して、行事食につかう貴重な食品であった。また暑さ、干ばつ、

虫害、台風などのため夏季には葉野菜が殆どとれず、いも類やそ菜(苦うり、

ヘチマ)などの粗末な食糧を日常食としていた。このような食生活を改善する

のに、たとえ一日一食とはいえ、学校給食が重要な役割を担ったといえる。
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伊是名島 牛乳調査結果

調査日 1987年 4月21日

調査場所:伊是名島マーケット

売り上げ:100本/日

価格:280円/本 (946皿1)

日付け:19or20 

名柄 :M乳業 無調整牛乳(沖縄県産)

学校給食用 :M乳業加工乳

牛乳痕取状況 〈栄養調査結果より〉

地区 調査人員 摂取量 摂取 頻度

総数 摂取者 総量 一人平均 毎日 2日毎 たま 飲まない

伊是名 55 16 2220 139 日 2 5 

諸見 84 13 1875 144 13 3 7 8 

内花 26 10 1155 116 2 2 2 

勢理客 23 日 950 158 4 。3 3 
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2 .現地調査

対象及び方法

1 対象

1) 対象地区

沖縄県中頭郡西原町小波津地区

沖縄県島尻郡玉城村奥武島地区

沖縄県塩尻郡伊是名村(島内 4地区)

2) 対象者

上記 3地区 40才以上の男女

2 計画及び方法

く食生活調査>

期日伊是名昭和62年 4 月 21~23 日

小波津、奥武島昭和61年 5 月 13~15 日

方法 24時間思い出し法

分析栄養価計算

*四訂日本食品標準成分表を用いてコ γ ビュータ一分析

(へノレシーマスター)

*栄養素等摂取量、食品群別摂取状況等について検討
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地区別年齢別対象者数

(人〉

伊是名島 小波 i事 奥武島

男 女 E十 男 女 E十 男 女 Z十

30-39 2 4 自 2 3 

40-49 8 11 19 9 9 18 6 7 13 

50-59 18 23 41 7 8 15 日 B 15 

60・69 21 34 55 4 2 6 7 7 14 

70-79 21 28 49 2 2 4 4 2 自

80-89 自 10 16 。 4 4 8 

90- 2 

合計 77 111 188 24 23 47 27 30 57 

-54 



N
A
T
-
-

/ 
t弘吉E

C:::J 

31・
11 九州

q 

J 

乙一
-・.. 
' 

明大島~
。徳之島

"，'U<良節目‘

八温叫叫 官宅!富島
r 0 _ 

T DJIグー

4
 

2
 

1
 

ur 128" 130・

図4 対象地区

~ 55 

"・

"・



m 

'" 

)一一)ー

士山l2:..5JIJ封建主宰提量膏毎事宣誓軍耳又主監上じ司l3l:

1) 2) 伊是名島 小波樽 奥武島
全国 沖縄 % ( n=1曲〉 (叫， ) ( "，，57 ) 

エネルギー (kcal) 盟国 1914 91.7 エネルギー (k田1) 1612::!:34.4 2026土.74.0 19叩土12.8

たん由貿 (g) 79.0 75.3 95.3 たん由貿 白〉 63.0土1.6 81.5::!:3.0 田.6::!:4.2

脂肪 (g) 56.9 田.0 110.7 脂肪 (g) 54..1::!:1.8 田.4:!::3.5 田 6:!:6.2

間氷化物 (g) 2ヨ8 2'7 82.9 農水化物 (g) 加8士4.2 2出土8.6 236主9.5

カルシウム(時〉 553 525 94.9 カルシウム〈冊。 376土12.8 523:t27 .8 4宮7土23.6

性 (lIIg) 10.8 10.5 97.2 鉄 〈恨喝〉 10.0土 12.7::!:O.5 12.4土0.7

食 糧 ( g ) 12.1 10.3 85.1 食塩 (g) 7.3土0.3 9.7土0.5 8.5土0.5

ピタミシA (I.U.) 21田 37町 173.1 ビタミンA (I.U) 34.17土28'.5 3513土田3 3035:t3盟ーl

ビタミン8(恒星〉 1.3' 1.23 91.8 ピタミ:.;B (mg) O.99::!:O.1 1.19:!:0.1 し19:!::0.1 

ビタミン8 (聞g) ¥.25 1.27 10¥.6 ビタミン8 (..) 1.07::!::O.O 1.24土0.1 ¥.17土仏1

ビタミンC (mg) 1盟 119 93.0 ピタミジC(lIIg) 105土，.， 1l9::!:7.2 111::!::7.2 

出.全国をi田とした唱合 (ルlea.n::!:S.E れ日

1) 厚生省公然衛主局虫韮聾. r国民栄華町!J!1i:(昭和田母国民荒費調査成績)J .第一出版.19町

2) 者l'縄県環壇毘陸部. r県民栄葺の現状〈昭和57年度)J • 1984 

)ー-~------ー-一一一一F一一
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1) 

全国

乳頭 (g) 116.7 

卵類 (g) 4.0.3 

魚介姐 (g) 90.0 

挽肉比 (X) 5<;.0 

肉類 (g) 71.7 

臨肉 (g) 27.2 

出 38.4 

豆類 (g) 田 .6

野菜類 (g) 252.0 

韓黄色〈(gg〉〉
73.9 

そ由他 118.1 

海寝頬 (g) 5.6 

字額 (g) 63.2 

果実蹟 (g) 140.6 

較頴 (g) 308.9 

砂搭頭 (g) 11.2 

油脂頚 (g) 17 .7 

2) 

仲縄 出

119.4. 

42.2 105.2 

63.9 71.0 

4.0.0 

94.3 131.5 

40.1 144.2 

<2司5

91.1 138.0 

231.2 91.7 

82.4 II 1.5 

168.8 92.9 

2.8 50.0 

39.5 62.5 

lLO.2 78.4. 

252.7 81.8 

5.9 52.7 

加 0 113.0 

土也1E::;lリヨ量t:o'も零竿7.1'1;!;冥耳文 '1犬主兄

乳類 (g)

卵類 (g)

魚介類 (g)

;0.肉比 (X)

肉額 (g)

豚肉 (g)

珂

E 頬 (g)

野菜額 (g)

揖黄色 (g)

F 是名島

( n=l田)

4.0.5土5.6

36.5:t2.4 

11.5士4.4

48.0 

77 .6::1:5.6 

41.6土4.8

54.0 

82.3土6.3

255.4土 12.1

95.2::1::6.3 

そ田他 (g) I 143.3土仏6

描藻Ji1(g) I 6.9土1.0

芋類 (g) I 59.8"'5.7 

果実頬 (g) I 46.7土7.1

積物 (g) I 203.4"'5.4 

時桔頬 (g) I 6.1 "'0.8 

油商頬 (g) I 24. t;ヒ1.2

%::全国老100とした暗合

。厚生省公療衛生局栄華諜， ，国民栄喪の現状〈昭和田年国民東軍劉韮戚積). ，第一出版. 1987 

2) 沖縄県環境理院部. r~'1:fi!*華町現状〈昭和57年度) J • 1984 

小誼博

(0=44) 

P.5:t13.1 

44.I::t3.8 

曲A土7.8

48.0 

97.9土7.3

44..7:!:.5.1 

45.7 

115.8土8.4

2田.4土lu.6

99.1:1:9.2 

1田.4主10.1

15.S::t2.2 

訂 5:1:3.8

22.5土3.9

379.0土24.4

10.0土1.8

23.7土2.1

奥武島

( n=57 ) 

40.3::!:9.0 

43.3:!:4.3 

148.3::!::lO.1 

64.0 

91.1土11.5

41.7土5.8

45.8 

95.1::!:10.3 

羽4.3主 13.8

123.7主9.2

156.3土9.3

18.7士4.3

42.6主5.3

39.8:t5.8 

352.7土】8.1
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3 .まとめ

歴史的考察および現地調査から明らかとなった事を、要約する。

1 .沖縄県民は伝統的に牛乳摂取の習慣をもたない。

2.学校給食で牛乳をのみ慣れた若者の体位(特に身長)は全国平均と大差

ない。

3. 現在40歳以上の県民(学校給食経験なし)は、乳および乳製品を摂取す

る事が少ない。したがって全国平均に比べても、栄養所要量に比べても、

カノレシュウム摂取量が著じく少ない。

4. 離島では、現在でも、無調整牛乳 1リットノレ280円と高値である。伊是

名島の調査人員188人中、牛乳を飲んでいた人は45人で24%であった。

以上の事から、沖縄県民に乳、乳製品の摂取を積極的にすすめるためには、

暑い地域でも保存のきく LL牛乳の全国平均を上回らない値段での導入、琉球

料理法などの開発が必要であると考える。
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